
　第二期計画に基づき、平成２５年から平成２９年までの５年間における取組内容について、検証・評価します。
がん医療の充実
	第二期計画における取組目標
	平成25年度の取組状況
	これまでの進捗状況
	課　題・方向性

	３　緩和ケアの普及
（１）緩和ケアについての正しい知識の普及浸透
○　５年以内に、緩和ケアについての正しい知識および医療用麻薬に対する偏見・誤解の解消について、医療従事者を含めた府民全体への普及・浸透を図ります。
（２）緩和ケア提供体制の推進
○　全ての国指定拠点病院及び府指定拠点病院は、退院したあとも必要に応じ、外来において緩和ケアを継続して受けることができる体制を整備します。
○　二次医療圏毎に、国指定拠点病院が中心となり、がん拠点病院等が設置する緩和ケアチームや緩和ケア外来と、ペインクリニック等の痛みの治療を提供する地域医療機関及び薬局等が連携できる仕組みを構築します。
（３）人材育成
○　二次医療圏毎の緩和ケア提供体制の実施状況を把握し、将来の需給状況を踏まえながら、緩和ケアに関する研修会を通じ、チーム医療を担う人材を育成します。
○　緩和ケア提供体制の中心的役割を担う都道府県拠点病院及び国指定拠点病院においては、率先して自施設のがん診療に携わる全ての医師が緩和ケア研修を修了することを目指します。
４　在宅医療体制の充実
（１）在宅医療提供体制の充実
○　在宅医療を提供するための地域連携の状況について、効果的な取組を行っている地域の取組状況を把握し、国指定拠点病院等を通じて、府内の医療機関へ効果的な医療連携事例の浸透を図ります。
○　国指定拠点病院が中心となり、二次医療圏毎に、医療及び介護に携わる関係機関同士が地域の在宅医療に関する情報共有を図り、在宅医療に係る地域連携の推進に向けた課題を検討するための仕組みを構築します。
（２）人材育成
○　国指定拠点病院及び府指定拠点病院が中心となって、診療所、薬局、訪問看護ステーション及び訪問介護事業者等介護サービス機関の医療・介護従事者と、在宅医療への相互理解を高めていくための勉強会・研修会等の実施に努めます。


	・オレンジバルーンプロジェクトと共催のうえ

大阪梅田にて「診断時からの緩和ケアをいかに提供していくか？」のテーマでシンポジウム実施（H25.10月実施）

＜研修実施状況＞
・緩和ケアチーム研修会　　　１回
　　　受講者数　医師　　　14人

　　　　　　　　医師以外　４０人

・がん拠点病院における研修会実施状況　

主催病院数　　　　　　34施設

実施回数　　　　　　　34回

修了者数　医師　　 　605人

　　　　　　　　医師以外　 349人
＜がん基金活用による取組＞

・平成25年9月にがん対策基金の活用による「企画提案型公募事業がん患者の在宅療養・看護の部」において、特定非営利活動法人泉州がん医療ネットワークの「泉州地区におけるがん患者の在宅医療体制を整備する事業」を採択し、１０月より基金事業として実施。
＜地域連携の取組＞

・府担当者と協議会事務局において、今後の政策課題・地域課題について議論する中、特に在宅分野への取り組みの働きかけを行った。


	＜外来緩和ケア実施体制＞
・都道府県拠点病院及び国指定拠点病院

14か所⇒
・府指定拠点病院　　　　32か所⇒
※　箇所数については平成25年度現況報告より
算出予定。

＜緩和ケア病棟整備状況＞
・国指定拠点病院　　　　 1か所⇒２か所　
・府指定拠点病院　　　　 3か所⇒７か所　
・指定外病院　　　　　　　　　 ⇒１０か所　　
＜研修実施状況＞
・緩和ケアチーム研修会　　　 ３回⇒　４回
　　延受講者数　医師　　　　69人⇒83人
　　　　　　　　医師以外　138人⇒178人
・がん拠点病院における研修会実施状況（H24度末）　

　 実施回数　　　　　　　99回⇒134回
    延修了者数　医師　　2,200人⇒2,805人
　　　　　　　　医師以外　828人⇒1,177人

＜主な地域連携の取組例＞

・南河内医療圏　圏域内の在宅医マップを作成するなどネットワーク協議会で緩和ケアを重点的に取組む

（がん診療連携協議会で報告）

・堺医療圏　病院、診療所、歯科診療所、薬局、訪看ＳＴの協力のもと、区ごとの情報マップを作成。（平成26年２月）

堺地域「医療と介護の連携強化」病院連絡協議会（Ｃ・Ｃコネット）を設置。

・三島医療圏　三島圏域がん研究会を設置し、在宅医療をテーマに在宅医を講師に招き研修会の実施。
	・オレンジバルーンプロジェクトや各関係団体との連携について適宜検討しながら方策を推進していく。
・拠点病院の現況報告のまとめ、分析を実施

・大阪府がん診療連携協議会を利用した

府拠点病院等現状調査（予定）

・緩和ケアセンター及び緩和ケアチームの実情等について調査

・外来化学療法やターミナルケアの現状、問題点など在宅医療体制の実態を把握し、在宅医療について、正しい理解を促していく。
・緩和ケアパス等の地域連携クリティカルパスの活用

・二次医療圏毎のネットワーク協議会における検討

・医療従事者や介護従事者と地域における勉強会・研修会の実施
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